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（
一
）
京
都
府
警
察
史
編
集
委
員
会
編
『
京
都
府
警
察
史
』
二
、
一
九
七
五
年
、
京

都
府
警
察
本
部
、
六
一
五
、
六
一
九
～
六
二
二
頁
。 

（
二
）
『
現
行
類
聚
京
都
府
警
察
便
覧
』
一
八
九
七
年
、
京
都
府
警
察
部
、
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵CZ-1351-69-01

、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
九
二

～
九
六
頁
。 

（
三
）
『
現
行
類
聚
京
都
府
警
察
便
覧
』
九
六
～
一
〇
〇
頁
。 

（
四
）
『
明
治
二
十
七
年
京
都
府
警
察
統
計
表
』
一
八
九
六
年
、
京
都
府
警
察
部
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵CZ-1351-69-01

、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

四
三
頁
。 

（
五
）
『
京
都
府
警
察
史
』
二
、
六
二
一
頁
に
よ
る
と
、
寄
宿
舎
の
整
備
が
間
に
合

わ
ず
下
立
売
堀
川
付
近
に
分
宿
し
て
い
た
と
記
さ
れ
る
。 

（
六
）
『
現
行
類
聚
京
都
府
警
察
便
覧
』
八
六
～
九
一
頁
。 

（
七
）
村
上
勘
兵
衛
編
『
京
都
府
職
員
録
』
一
八
八
九
年
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

14.1-54

、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
一
～
二
三
、
三
二
頁
。 

（
八
）
『
明
治
二
十
七
年
京
都
府
警
察
統
計
表
』
一
九
頁
。 

      

（
二
）
薪
の
小
山
捨
松
家
と
近
代
京
田
辺
市
の
養
蚕 

竹
中 

友
里
代 

  

資
料
群
三
薪
村
小
山
家
文
書
の
中
に
は
、
小
山
捨
松
に
関
す
る
資
料

が
あ
り
、
そ
の
中
で
近
代
の
田
辺
地
域
の
産
業
と
し
て
、
一
時
期
に
盛

ん
で
あ
っ
た
養
蚕
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。 

 

薪
村
小
山
家
文
書
三
五-

一
は
、
罫
紙
お
よ
そ
五
〇
枚
を
綴
り
、
文

書
そ
の
も
の
に
表
題
は
な
い
が
、
内
容
に
よ
り
「
小
山
捨
松
親
族
友
人

知
人
等
住
所
録
」
と
文
書
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
罫
紙
に
横
線
を
引
い

て
、
職
業
・
住
所
・
氏
名
・
交
友
関
係
を
各
段
に
、
様
式
化
さ
れ
て
い

る
。
墨
消
し
・
合
点
・
訂
正
が
随
所
に
み
ら
れ
、
小
山
氏
自
身
が
住
所

録
を
整
理
す
る
途
中
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
判

読
で
き
な
い
箇
所
が
か
な
り
あ
る
。
は
じ
め
に
こ
の
住
所
録
を
取
り
上

げ
、
小
山
捨
松
の
交
友
関
係
を
み
よ
う
。 

本
資
料
の
作
成
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
終
頁
に
「
駐
在
所
事
故
報

告
書
」
の
用
紙
を
再
利
用
し
て
綴
り
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
五

月
の
日
付
が
あ
る
。
小
山
氏
は
、
明
治
二
五
年
八
月
京
都
府
警
巡
査
に

採
用
さ
れ
た
後
、
明
治
三
十
年
三
月
に
は
、
南
山
城
の
笠
置
分
署
に
配

属
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
京
都
市
内
に
転
任
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
本
資
料
の
作
成
時
期
が
類
推
で
き
よ
う
。 

こ
こ
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
人
名
は
、
お
よ
そ
五
〇
〇
名
で
あ
る
。
最

下
段
に
交
友
関
係
を
分
類
す
る
。
項
目
に
は
、
警
友
五
六
人
、
省
友
四

〇
人
、
親
族
二
二
人
、
郷
友
一
七
人
、
蚕
友
一
六
人
、
知
己
一
〇
人
、
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庁
友
六
人
、
学
友
六
人
、
郡
友
二
人
、
歌
友
・
歌
宗
九
人
、
漢
師
二
人

を
数
え
る
。 

交
友
関
係
の
中
か
ら
、
著
名
な
人
物
を
拾
い
上
げ
て
み
る
。 

漢
師
と
分
類
さ
れ
る
「
市
村
水
香
」
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
活

躍
し
た
元
高
槻
藩
士
の
儒
学
者
で
あ
り
、
七
言
絶
句
の
妙
手
と
い
わ
れ

る
藤
井
竹
外
に
学
び
、
漢
詩
に
す
ぐ
れ
、
藩
校
青
莪
堂
の
世
話
方
な
ど

を
勤
め
た
。「
錦
洞
小
稿
」「
頤
道
堂
詩
鈔
」
な
ど
多
く
の
編
著
が
あ
り
、

明
治
の
文
人
録
に
も
あ
げ
ら
れ
る
。 

も
う
一
人
の
漢
師
「
沢
井
石
芸
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
五
年
相
楽
郡

小
寺
村
に
住
み
、
木
津
郷
小
学
校
の
句
読
師
と
し
て
京
都
府
よ
り
帯
刀

が
許
さ
れ
、
木
津
の
西
蓮
寺
（
木
津
川
市
木
津
内
垣
内
）
境
内
に
漢
詩

の
先
生
と
し
て
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

歌
宗
に
あ
げ
ら
れ
る
「
藤
原
重
浪
」
は
明
治
大
正
時
代
の
歌
人
で
、

京
都
市
内
に
居
住
す
る
日
本
画
家
の
吉
川
観
方
に
対
し
て
幼
少
期
に
、

和
歌
の
添
削
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
小
山
氏
は
和
歌
や
漢
詩
な
ど
の

文
芸
活
動
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

小
山
捨
松
は
、
明
治
十
三
年
東
京
へ
赴
き
、
明
治
十
五
年
に
は
工
部

省
会
計
局
に
出
仕
し
た
。
そ
の
時
の
友
人
四
〇
人
が
省
友
で
あ
る
。
住

所
は
い
ず
れ
も
東
京
芝
区
・
麹
町
・
麻
布
な
ど
で
あ
る
。
中
央
省
庁
の

友
人
・
知
人
か
ら
東
京
の
情
報
も
入
り
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

つ
ぎ
に
知
己
に
は
、
「
奥
繁
三
郎
」
の
名
が
あ
る
。
奥
繁
三
郎
は
、

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
石
清
水
八
幡
宮
社
士
の
奥
季
次
の
長
男
に
生

ま
れ
、
京
都
府
師
範
学
校
卒
業
後
、
地
元
の
八
幡
小
学
校
長
を
務
め
る

か
た
わ
ら
、
法
律
を
学
び
弁
護
士
の
資
格
を
取
得
す
る
。
そ
の
後
京
都

瓦
斯
会
社
や
京
津
電
軌
鉄
道
株
式
会
社
の
社
長
を
歴
任
し
、
明
治
二
一

年
（
一
八
八
八
）
府
会
議
員
に
当
選
し
、
同
三
一
年
に
は
京
都
府
第
四

区
衆
議
院
議
員
に
当
選
後
、
衆
議
院
当
選
八
回
を
数
え
、
大
正
三
年
と

同
九
年
か
ら
十
二
年
ま
で
二
度
に
わ
た
っ
て
、
衆
議
院
議
長
を
務
め
て

い
る
。
国
政
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て
、
従
四
位
勲
一
等
を

叙
勲
さ
れ
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
六
三
歳
で
没
し
て
い
る
。 

親
族
の
「
西
川
義
延
（
ぎ
え
ん
）
」
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

交
野
郡
長
尾
村
の
山
中
氏
の
次
男
に
生
ま
れ
、
慶
応
元
年
に
田
辺
村
の

西
川
長
十
郎
の
婿
養
子
と
な
り
義
延
と
名
乗
る
。
役
人
と
村
民
と
の
調

停
役
と
し
て
人
望
を
集
め
、
明
治
十
四
年
に
は
南
山
義
塾
の
創
設
に
関

わ
り
、
地
元
子
弟
の
教
育
や
自
由
民
権
思
想
の
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
。

明
治
二
三
年
府
会
議
員
に
当
選
し
、
明
治
二
五
年
第
二
回
衆
議
院
選
挙

で
は
、
普
賢
寺
村
の
伊
東
熊
夫
を
圧
し
て
当
選
し
た
。
こ
の
時
小
山
氏

は
、
親
族
で
あ
る
西
川
氏
で
は
な
く
対
立
候
補
の
伊
東
熊
夫
氏
を
支
援

し
、
選
挙
運
動
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
運
動
を
通
じ
て
、

奥
繁
三
郎
等
と
の
知
己
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

警
察
勤
務
に
よ
る
警
友
五
六
名
だ
け
で
な
く
、
府
庁
や
郡
役
所
な
ど

の
官
公
庁
の
友
人
が
多
い
が
、
郷
友
と
分
類
さ
れ
る
一
七
人
は
京
都
市

内
在
住
者
で
あ
る
。
職
業
は
、
弁
護
士
・
医
師
・
石
炭
商
・
茶
商
・
株

式
仲
買
人
・
講
談
師
と
様
々
な
職
業
で
あ
る
。
小
山
氏
の
交
友
が
広
範

囲
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。 

次
に
蚕
友
の
一
六
人
に
は
、
細
貝
順
吉
、
大
森
繁
松
・
神
原
政
辰
・
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神
原
信
豊
・
林
宗
和
等
の
名
が
見
ら
れ
る
。
周
知
の
ご
と
く
生
糸
は
、

我
が
国
の
外
貨
獲
得
の
輸
出
品
と
し
て
政
府
の
重
要
産
業
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治
前
期
に
は
、
京
都
府
の
養
蚕
製
糸
業
は
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
京
都
府
で
は
北
部
を
中
心
に
民
間
か
ら
養

蚕
製
糸
の
改
良
が
始
ま
っ
た
が
、
産
額
が
依
然
と
し
て
少
額
で
、
機
械

製
糸
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
明
治
十
二
年
宮
津
町
で
蚕
業
伝
習
所
が
創

設
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
明
治
十
八
年
東
京
上
野
で
開
催
さ
れ
た
全
国

五
品
共
進
会
で
は
、
繭
は
、
「
当
府
列
品
ノ
生
糸
ハ
品
質
粗
悪
保
存
不

良
ニ
シ
テ
一
モ
ミ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
、
本
会
列
品
中
恐
ラ
ク
ハ
粗
ノ
魁

タ
ラ
ン
、
豈
痛
歎
ノ
至
リ
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
将
来
当
業
者
ノ
勤
勉
掛
官
ノ
保

護
ニ
ヨ
リ
充
分
ナ
ル
改
良
ヲ
要
ス
ベ
キ
ハ
当
府
下
現
時
一
日
モ
忽
ニ

ナ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
」
と
さ
れ
た
。
生
糸
で
は
、
「
当
府
列
品
ノ

生
糸
ハ
其
数
四
十
八
ニ
シ
テ
賞
ニ
与
リ
タ
ル
モ
ノ
纔
ニ
四
名
ナ
リ
、
他

ニ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
甚
ダ
尠
シ
、
該
地
方
ハ
人
皆
旧
慣
ヲ
墨
守
シ
単
ニ
内

地
ノ
需
要
ニ
ノ
ミ
充
ツ
ル
ヲ
以
テ
繰
法
極
メ
テ
拙
ク
束
装
モ
区
々
タ

ル
云
々
」
と
我
が
国
養
蚕
発
祥
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、
繭
・
生
糸
共
に

不
本
意
な
酷
評
を
受
け
る
。
こ
の
結
果
を
重
く
見
た
京
都
府
で
は
、
府

会
決
議
で
八
郡
を
二
区
に
分
け
、
蚕
種
の
品
種
改
良
や
飼
育
の
研
究
・

検
査
の
規
格
化
を
は
じ
め
、
販
路
の
開
拓
に
至
る
ま
で
蚕
業
界
の
発
達

に
本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
十
九
年
に
は
、
田
辺
村
に

蚕
糸
業
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
明
治
二
三
年
三
月
二
一
日
の
「
日
出
新

聞
」
に
は
、
山
城
養
蚕
伝
習
所
が
細
貝
順
吉
を
教
師
に
招
き
、
組
合
長

は
中
村
英
之
助
、
所
長
は
神
原
豊
信
、
委
員
に
は
神
原
政
辰
ら
が
名
を

連
ね
、
南
山
城
の
養
蚕
技
術
指
導
の
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

薪
村
小
山
家
文
書
の
三
一-

六
は
、
小
山
捨
松
が
明
治
二
三
年
六
月

京
都
府
蚕
糸
業
組
合
第
一
区
養
蚕
伝
習
所
で
、
養
蚕
術
を
習
得
し
た
こ

と
の
証
明
書
で
あ
る
。
裏
に
は
、
「
頭
取
山
崎
義
丈
・
組
長
中
村
英
之

助
・
所
長
神
原
豊
信
・
委
員
神
原
政
辰
・
同
大
森
繁
松
・
同
森
本
信
富
・

教
師
細
貝
順
吉
七
名
に
押
印
が
あ
り
、
新
聞
記
事
を
裏
付
け
る
。
細
貝

順
吉
・
神
原
豊
信
・
神
原
政
辰
は
、
蚕
友
と
し
て
住
所
録
に
記
さ
れ
て

い
た
面
々
で
あ
る
。
伝
習
所
で
の
師
弟
関
係
と
い
う
よ
り
南
山
城
の
産

業
振
興
を
共
に
担
う
同
志
と
い
う
間
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
教

師
の
磯
貝
順
吉
に
は
、
福
島
県
岩
代
国
伊
達
郡
桑
折
の
住
所
が
記
さ
れ
、

京
都
府
が
養
蚕
先
進
地
域
の
福
島
県
西
部
か
ら
招
聘
し
た
技
術
指
導

員
で
あ
っ
た
。
所
長
の
神
原
豊
信
は
、
華
岡
青
洲
の
孫
弟
子
と
も
い
わ

れ
、
八
幡
町
八
幡
神
原
で
開
業
す
る
医
師
で
あ
っ
た
。
神
原
政
辰
は
、

八
幡
町
長
・
町
会
議
員
・
八
幡
小
学
校
学
務
委
員
な
ど
を
歴
任
し
て
い

る
当
地
の
名
士
で
あ
る
。
大
森
繁
松
は
、
八
幡
三
等
郵
便
局
長
で
あ
る
。

林
宗
和
に
つ
い
て
は
、
明
治
元
年
か
ら
の
木
津
川
付
替
え
工
事
を
長
濵

廣
次
と
と
も
に
担
当
し
た
。『
山
城
綴
喜
郡
誌
』
に
「
長
浜
花
城
略
伝
」

「
新
枕
草
子
拾
遺
」
な
ど
自
身
の
著
作
と
と
も
に
多
く
の
資
料
を
提
供

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
石
清
水
八
幡
宮
の
旧
社
士
ら
で
、
明
治
以
後
は

京
都
府
貫
属
と
な
っ
て
い
る
。
養
蚕
伝
習
所
は
、
こ
れ
ら
旧
社
士
ら
が

中
心
と
な
り
、
八
幡
宮
の
旧
小
教
院
（
現
頓
宮
斎
館
）
の
建
物
を
借
用

し
て
、
二
〇
名
の
生
徒
を
募
集
し
明
治
二
三
年
四
月
二
十
日
に
開
校
、
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七
月
一
七
日
卒
業
式
の
予
定
で
開
設
さ
れ
た
。
小
山
氏
の
証
明
の
日
付

は
六
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
習
期
間
は
実
質
二
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。 

ほ
か
に
蚕
友
は
、
田
辺
村
、
草
内
村
、
祝
園
村
、
加
茂
村
の
南
山
城

だ
け
で
な
く
、
淀
や
紀
伊
郡
吉
祥
院
（
京
都
市
南
区
）
な
ど
広
範
囲
に

分
布
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
『
山
城
綴
喜
郡
誌
』
よ
り
本
市
の
明
治
十
年
代
の
村
々
の

物
産
を
み
て
い
こ
う
。
大
住
村
は
、
薩
摩
芋
二
七
〇
〇
〇
貫
目
、
茶
七

一
五
〇
斤
、
瓦
三
六
〇
〇
〇
枚
で
あ
る
。
薪
村
は
、
筍
一
〇
〇
貫
目
、

茶
二
五
〇
貫
目
、
西
瓜
二
〇
〇
顆
、
梨
一
〇
〇
〇
個
、
柿
五
〇
〇
〇
個
、

菜
種
七
〇
石
、
筵
一
二
〇
〇
〇
枚
で
あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
放
生
会
で

は
、
筵
な
ど
の
敷
物
を
持
参
し
祭
列
に
奉
仕
す
る
軾
神
人
が
薪
村
に
あ

っ
た
。
薪
の
筵
は
良
質
で
、
薪
村
か
ら
軾
神
人
の
奉
仕
は
、
一
八
世
紀

前
半
ま
で
遡
る
。
現
在
は
途
絶
し
て
い
る
が
「
石
清
水
祭
書
類
綴
」（
石

清
水
八
幡
宮
発
行
）
に
一
名
が
記
さ
れ
、
昭
和
四
八
年
ま
で
は
石
清
水

祭
へ
の
奉
仕
が
確
認
で
き
る
。 

『
綴
喜
郡
誌
』
で
は
、
田
辺
市
域
の
他
の
村
々
で
も
明
治
十
年
代
に

は
、
養
蚕
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
大
住
村
統
計
書
」
に
よ
る
と
、

明
治
三
八
年
に
は
繭
四
〇
石
、
価
格
一
六
〇
〇
円
の
記
録
が
あ
る
。
近

隣
で
は
城
陽
市
の
繭
産
額
は
、
明
治
二
三
年
一
七
・
六
二
石
、
明
治
二

六
年
五
〇
石
と
、
三
年
で
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
京
都
府
の
統

計
資
料
で
も
明
治
二
一
年
か
ら
明
治
四
一
年
の
桑
畑
の
面
積
は
、
久
世

は
八
・
三
町
か
ら
二
九
・
八
町
に
、
綴
喜
郡
は
、
九
・
一
町
か
ら
八
一
・

九
町
に
、
相
楽
郡
で
は
、
四
・
四
か
ら
二
一
四
・
一
町
と
増
加
し
て
い

る
。
養
蚕
は
、
京
都
府
の
奨
励
策
に
よ
っ
て
明
治
二
十
年
代
以
降
に
南

山
城
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

本
調
査
で
は
、
田
辺
地
域
で
比
較
す
る
資
料
は
い
ま
だ
見
出
さ
れ
て

い
な
い
が
、
明
治
四
一
年
の
地
図
を
み
る
と
、
そ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
大
住
村
の
木
津
川
左
岸
、
東
薪
の
木
津
川
に
至
る
川
岸
や
木

津
川
左
岸
に
桑
畑
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。
『
薪
誌
』
で
も
、
木
津
川
沿

い
の
砂
地
に
昭
和
初
年
ま
で
桑
畑
が
あ
り
、
「
桑
ノ
木
」
の
地
名
を
残

す
と
い
う
。 

薪
村
小
山
家
文
書
三
八
「
明
治
二
三
年
度
山
城
南
部
蚕
糸
業
第
三
小

組
組
合
員
証
票
料
徴
収
表
」
に
は
、
山
城
南
部
蚕
糸
業
組
合
は
、
郡
別

に
九
区
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
小
組
か
設
置
さ
れ
て
い
た
。
田
辺
地

域
は
第
三
小
組
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
、
三
六
名
の
組

合
員
が
登
録
さ
れ
、
こ
の
う
ち
養
蚕
農
家
三
四
名
（
内
一
名
廃
業
）
は
、

す
べ
て
等
級
八
等
で
あ
る
。
薪
村
の
小
山
捨
松
も
名
を
連
ね
、
実
際
に

習
得
し
た
技
術
を
活
か
し
て
養
蚕
を
営
ん
で
い
た
。 

明
治
十
年
代
に
は
、
養
蚕
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
数

年
で
養
蚕
農
家
三
十
名
以
上
が
田
辺
地
域
に
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

他
に
は
三
山
木
村
に
は
、
蚕
種
製
造
二
名
と
普
賢
寺
村
生
糸
商
一
名
も

登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
田
辺
で
は
製
糸
し
て
生
糸
と
し
て
販
売
す
る
の

で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
長
池
の
製
糸
会
社
や
綾
部
の
郡
是
な
ど
機
械
製

糸
会
社
に
繭
の
ま
ま
で
出
荷
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

農
家
の
現
金
収
入
の
途
で
あ
っ
た
養
蚕
は
、
茶
の
生
産
と
共
に
急
速
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に
広
が
っ
た
が
、
そ
の
後
の
養
蚕
の
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
て

い
な
い
。
製
茶
が
南
山
城
で
特
産
化
し
て
現
在
に
至
っ
た
こ
と
と
対
照

的
で
あ
る
。 
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